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令和７年度めむろ未来ミーティング報告書（9/18けあねっとめむろ） 

【めむろ未来ミーティング】 

令和７年９月18日(木) 

18:30～19:50 

めむろ介護保険事業所等連絡協議会 

（けあねっとめむろ） 
 

■参加者 27人 

■芽室町 町長、高齢者支援課長、介護保険係長、 

広報広聴係長 

 

１ 町長挨拶 

２ 実施団体代表挨拶 

３ 意見交換 

 

●町長挨拶要旨 

介護事業者の皆さんとこのような機会を持てて大

変嬉しく思っている。テーマとして「現場のリアル」と

いうことが挙げられているが、我々も机上で考える

だけでなく、現場の皆さんがどのような課題を持っ

て仕事をしているのか、あるいは町の考え方などを

相互理解しながら進めていくことが非常に重要だと

思っている。また、講演会や勉強会など、様々な活動

を積極的に行っている皆さんに対し、敬意を表した

い。 

これから介護の世界はこれまで以上に重要になっ

てくると認識しているが、担い手不足などの課題も

あると思う。今日はテーマも色々あり、ざっくばらん

にお話しできたらと思っている。 

 

●けあねっとめむろ代表挨拶要旨 

今回、このような場を設けていただいて感謝してい

る。今日は自分の会社で抱えている課題などを共有さ

せていただき、それらを持ち帰って共通認識を図って

いけると有意義な時間になると思っている。 

今後、二回目、三回目の実施も考えていきたいと思

っているのでよろしくお願いしたい。 

◆意見交換（テーマは別紙次第のとおり） 

 

●けあねっとめむろ 

懸念しているのは高齢者の交通手段。じゃがバスが

あるが一方通行。そして２時間に一回。どうにかして交

互通行にならないか。送迎をしている個人病院や、上

美生地区でネットを繋いだ診療も始まっているが、交

通手段は何とかならないものかと気にしている。 

 

●町長 

 高齢者だけではなく、交通手段の確保はこれから

本当に重要になってくると思っている。仰るとおり

じゃがバスは一方通行であり、例えば行きは目的地

にすぐ着くが、帰りは遠回りしないと帰れないとか、

運行も２時間に１本であるとか、不便な部分があると

いうことは私も認識している。 

東京の山手線のように内回り外回りの双方向の運

行ができればいいと思うが、その分費用がかかる。

じゃがバスは大体 3,000 万円から 4,000 万円ぐ

らいのお金をかけて運行しており、全然人が乗って

いないと思われるかもしれないが、実は自治体のコ

ミュニティバスの中では優秀な方で、平均５～６人、

便によっては10人近く乗車しているときもある。 

私も昔から双方向で運行している形が望ましいと

いうこと言っていて、いつまでも費用のことは言っ

ていられないが、そのような形にするとしたら、車両

も買わなきゃいけない、運転手さんの確保も必要に

なる。それらの課題はあるが、双方向の運行になれ

ば利便性も増して乗り方が変わってくると思ってい

る。 

また、スクールバスはどなたでも乗れるため、郊外

から市街地にスクールバスで来て、帰る時に良い時

間帯の便がないなど、郊外との繋がりに関しても課

題があるので、アクセスの向上など、なかなか対応

は難しいが研究していきたい。 

これはあまりまだ外には出ていない話だが、生活圏

である帯広市と音更町、幕別町、芽室町の近隣 1 市

3町の首長間で、コミュニティバスの連携ができない

かという話をしている。この１市３町はコミュニティ

バスを持っているので、それをそれぞれの市町で巡
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回できるような方法をとれないかということで、例

えば、帯広市のコミュニティバスが西帯広から芽室に

来るとか、その逆の動きをするとかということが理

想形。簡単にはいかないと思っているが、そういっ

た形も高齢者を中心とした交通手段問題の解決に繋

がるのではないかと検討している。ただ、運輸局の

問題があり、コミュニティバスは基本的にその自治体

の中でしか動けないというルールがあるので、いか

にそのような基準をクリアして、広域連携できなかと

いうところを研究していきたい。 

 いずれにしても、やはりできるだけ早い時期に解

決策の一つでもやっていくということを頭に入れて

進めていきたい。これから高齢化もさらに進むため、

重要な問題だと認識している。 

 

●けあねっとめむろ 

今年の冬に大雪の日があったが、公立芽室病院は

開けていた。しかし、病院と薬局の間の道路が除雪さ

れていなかったため、そこを歩くのは非常に大変だっ

た。病院にも伝えてあるが、病院にも薬局はあるので、

あのような状況であれば、臨時的に病院の中で全部

対応できるようにした方が患者さんのためになると思

う。 

 

●町長 

 確かに臨時的に病院内で完結できるようにするよ

うな対応も必要かもしれない。また、病院も除雪の機

械を持っているので、間に合うかどうかという部分

はあるが、機械で除雪するということも一つの方法

かもしれない。 

病院にも伝えていただいているということだが、

改めて伝え、そのような対応も考えていきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

 じゃがバスに関して要望になるかもしれないが、今は

施設（けいせい苑）への面会は自由に来ていただくよ

うな機会を作っているが、ご家族が高齢な方が多く、

交通手段がなくて面会に来ることに不便を感じている

という声がある。近くにバス停はあるが、施設側にバ

スが停まっていただければ、家族の面会がもう少し楽

に来られると思っている。 

それと、人材不足の件にも繋がるが、これから介護

の道に進みたいと思ってくれる高校生中学生が増えて

くれたらいいなという部分で、交通手段のない学生た

ちが気軽に施設にじゃがバスに乗って来られるような

ことができたら、今後未来に繋がっていくのではない

かとも思っている。停留所も色々な制約があると思う

が、そのような要望を聞く機会も設けていただけたら

と思う。 

 

●町長 

 今ちょうど芽室町のコミュニティバスの停留所数が

かなり多くて素晴らしいとＳＮＳで話題になっている

ところ。 

停留所は町内会の方々に調査し、便利な場所に変

えたりもしている。現在は道路を渡らなくては施設

に行けない場所に停留所があるため、逆側に設置で

きないかなども含めて検討の余地はある。担当にも

話しておく。 

中高生に関してはそのとおりだと思う。例えばけ

いせい苑さんに研修に行くためにじゃがバスを使う

ということも非常にいいことなので、ＰＲしてもいい

と思う。 

介護関係の資格取得に関する助成もしていたり、

奨学金も制度としては走り始めたりしているので、

そのような面も含めて人材の確保に結びつけていき

たい。 

 

●けあねっとめむろ 

 病院の受診等に際して、現在、タクシーが夜間から

朝方まで無い状況であるため、その時間帯に具合が

悪くなって受診したいとなったときの交通手段がない。

そのため、そこまで重症ではないが、交通手段が無い

ため救急車で来なければいけないような状況だったり、

受診が終わって入院するような状態じゃない場合に帰

る手段がなかったりすることがある。最近はタクシーや

介護タクシーも少なくなってきている状況であること

は理解しているが、夜間でも皆さんが安心して受診で

きるような方法を考えていただけたらありがたい。 
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●町長 

 確かにタクシー業界もかなり今厳しく、人がいなく

て苦労されている。コロナ禍以降、夜もニーズが多く

ないため台数も少なくなってきて、本当に苦しんで

いるようだが、抜本的な解決策がないような実態で

私たちも困っている。先ほどコミバスの話もでたが、

同じような状況。ただ、交通手段の確保は重要であ

ることから、町内のタクシー会社が提携している帯

広市のタクシー会社から応援いただけないかなど、

これからも要請していきたいと思っている。いずれ

にせよ、大きな課題として認識しているので、業界の

方ともしっかりお話ししていきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

 老朽化した公営住宅に住んでいる高齢の方の次の

住まいに関する町からの情報などが、住んでいる方か

ら聞くとそれぞれ受け取り方が違っていて、町としては

どのように周知していて、また、老朽化した公営住宅に

住んでいる方の次の行き先などを今後どのように考え

ているのか伺いたい。 

また、ご存知のとおりシニアハウスが閉鎖され、ちょ

っとのサポートや見守りがあれば住んでいけるような

元気な高齢者の行き先が困っている状態なので、その

辺りの展望もお聞かせいただきたい。 

 

●町長 

 公営住宅の住み替えに関するアンケート等を実施

すると、いつ出ていかなきゃいけないのだろうとい

うような不安の声も私のところまで届いてくる。10

月から民間事業者に建てていただいた建物を町が

借り上げる形で駅の裏に 12 戸スタートするが、ここ

に住まれる方は住み替えの形であり、今の町の考え

方としては、このように、基本的に住み替えのお声か

けをしていきながら、うまく話しがまとまったら入っ

ていただき、まちなかに移っていただこうと考えて

いる。 

公営住宅は1階は基本的に一人暮らしの高齢者が

メインで、2階は割と若い方、2LDKであればご夫婦

で住んでいただけるような仕組みにしている。一方

で、家賃の関係もあり、古い住宅でもいいから住み

続けたいという方もいるが、町の方針としては、公営

住宅を一定程度の区画で退去いただければ、そこは

解体して違う用途について考えていく方針である。 

借り上げ公営住宅も、今回はたまたまオープンす

ることができたが、建設費が上がっていて、町から

の委託料を含めても採算が取れないことも多く、事

業者がなかなか手を挙げてくれなくなってきている

実態。なので、これからの公営住宅は基本的に借り

上げの方式で進めていこうと思っているが、町が家

賃補助させていただいて、民間事業者のマンション

やアパートなどに住んでいただくという方法もあり

得るかもしれないと思っている。模索している段階

であり、今の計画上は家賃補助という発想はないが、

次の計画の中で盛り込んでいくことも検討していき

たい。 

 

●けあねっとめむろ 

 社会福祉協議会にもご相談いただくことがあるが、

身寄りがいない方や親族が近くにいない方が、転居が

必要になった場合、身元保証人やどなたかご家族の方

がいないと契約できないという事例があり、外国人労

働者にも関係するかもしれないが、シニアマンション

が減ってきているということもあり、そのような方の安

心安全を守れるような住宅など、芽室町として何か方

向性があればお聞かせいただきたい。 

 

●町長 

 シニアハウスに関しては民間事業者の意向も影響

する。閉鎖したこともどちらかというと施設側の都

合も大きい。次の受け皿がないかということはやっ

ていただいたが、住まいがなくなるということは大

きな問題である。ただ、介護施設以外は基本的に民

間事業者の部分であり、もしそのようなお話があれ

ば芽室町としてはぜひ来てくださいという話ができ

るが、その辺の難しさはある。 

今後については、地域包括ケアシステムの中にも

住まいということを明確に謳っているので、推進し

ていく中で皆様方の立場からこのような案件や事例

があるというようなことも含めてお聞きしながら、

また、実際に住まわれている方々ともご相談して、新
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たな発想で考えていきたい。明確に分野として地域

包括ケアシステムの中で謳われているので非常に重

要な重要な視点。例えば住民参加やボランティアの

ような形で、お年寄りの安否を確認する動きなどが

出てきても非常に良いと思う。 

 

●けあねっとめむろ 

 身寄りがいなかったり代理人がいなかったりで契約

できないということになると権利擁護や成年後見の話

になるが、北海道ではあまり事例がないものの、本別

町で実施されているセーフティ住宅等も、町では難し

いかもしれないが社会福祉協議会等が代理人となり

生活支援も含めて行うことで国や道からの補助金を

いただきながら、身寄りのない方も安心して過ごせる

ような場所づくりなどを今後一緒に考えていければと

思っている。 

 

●町長 

 元の農業試験場職員住宅を町で取得し、産業部門

の雇用促進住宅という形で活用している。企業に借

り上げていただくという仕組みであり、そのように

産業部門ではあるが福祉部門についても今後十分

考える余地はあると思っているし、今後必要になっ

てくると思っている。町としても主体的に考えてい

きたい。 

 

●けあねっとめむろ 

 以前は町内会活動も盛んで、お年寄りの方も見ても

らっていたが、コロナ以降、町内会自体も危うくなって

きている。そのような状況の中で、独居の方の見守り

方などをどのようにしていったらいいのか悩ましい。 

 

●町長 

 我々も独居の高齢者に関する情報などは押さえて

いるが、今お話のあったように、地域の縁で色々お

手伝いするようなコミュニティではなくなってきて

いるのは事実。町内会加入率も50%を切る状況。町

としても何とかしたいが、任意組織でもあり、町が強

制的に入りなさいということはできない。町内会加

入のメリットは何かと聞かれることが多いが、災害

の面ではやはり地縁が大事だと思っている。災害時

個別支援計画というのを町は立てていて、災害の際

に支援が必要な方を記している台帳で、台帳の中で

支援員を指定して、災害があった際には指定避難所

まで対象者を連れて行ってもらうこと等を記すとい

うような取り組みをやっていて、今は 47 件の個別

支援計画を作っている。地縁だけでは難しいので、

そのような支援計画を広げていくことも大事だと思

っている。また、学校単位でコミュニティスクール等

の動きもあり、話題になっているのは RMO という

組織など、町内会以外の組織体も重要になってくる

と思っている。 

町内会に関しては、前例踏襲の行事が多く、若い

世代のニーズとマッチしていないことが多いという

話もあり、若い世代が企画していく雰囲気や仕組み

にしていかないといけないと感じている。 

 

●けあねっとめむろ 

 現在困っているのはやはり人材確保の件で、ベテラ

ン職員が退職したり、夜勤のできる職員が減ったりし

てきている。人材確保をどうしているかと言えば、夜勤

専従者を確保したり、紹介会社や派遣会社を利用した

り、また外国人を雇用したりしているが、まだまだ全然

足りない。紹介会社を利用してもなかなか紹介できる

人がいないという状況。 

そのような中で、昨年来てくれたミャンマー人がす

ごくいい方で、利用者さんにも本当に優しく、日本語も

1年経ったらある程度上手になって、最近は夜勤もちょ

っと入りだした。今後は外国人の雇用も増やしていき

たいと思っていて、現在は雇用促進住宅を使わせてい

ただいているが、距離が遠い。冬になるまでは自転車

で通勤できるが、冬になると通えないので送迎をして

いたが、そうなると送迎できない日は勤務できない等

の制約が生じるため、住宅を見つけて引っ越してもら

うことにしたが、これまでより家賃が上がってしまう。

家に仕送りもかなり頑張って送っているので、これか

ら夜勤も入ったら家賃分も賄えるという話はしている

が、芽室町にそのような外国人人材がどの程度いるの

かわからないが、外国人の雇用に関して町で何らかの

支援をしていただけないかと感じている。 
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●町長 

 昔の話だが、私は介護保険導入時に役場の担当者

で、そのときは、介護業界は処遇も含めて夢のよう

な業態になるというような話だったと記憶している

が、今の実態を見ると、大変な仕事でもあり、人材も

なかなか確保できない、全然話が違うということは

正直思っている。今は色々な業態が人手不足で、介

護の世界だけではないが、町がなぜ他の業態ではや

っていない、奨学金や介護チャレンジ事業のような

ことをやっているのかというと、今後の地域共生社

会の在り方として、介護部門が絶対に重要だと認識

しているからである。今後も、例えばお金をこのよう

に使ってくれたら人材確保に繋がるなどの意見があ

ればご提案していただきたいと思っている。我々も

現場にいるわけではないので、現場にいないとわか

らない部分もある。 

 今後は農業もそうだが、これだけ人材不足の状況

になってきているので、外国人の受け入れはしてい

かなければならないと感じてきている。農業では肥

料をドローンで撒くとか、デジタルを活用して人材不

足をカバーできる部分があるが、介護はそうはいか

ないので人手を確保しなければならない。そのとき

に、外国人雇用という選択肢はこれから必要ではな

いかと思う。そのようなときに政策的に公営住宅の

入居や家賃補助していくことなどの手法もあり得る

かもしれない。 

私は介護に関しては大事にしてければいけないと

いう思いがあるので、色々と提案していただきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

支援１、支援２、要介護１、要介護２は介護度３以上に

比べて報酬が少ない。要望だが、町独自の処遇改善の

導入を考えてほしい。そうするとスタッフの給料が上

がって人材確保に繋がるのではないか。 

 

●町長 

 町独自となると全ての施設に関して適用させなけ

ればならないので難しいと思うが、国に介護報酬見

直しの関する要望はできる。 

 医療現場も同じで、ニュースにもなっているが、特

に公立病院の赤字化が激しくて、物価が高騰してい

るので診療報酬が2年に1回しか上がらないという

実態で、国もやっと診療報酬の改定に前向きになっ

てきているが、公立病院は本当に大変な状況。 

介護業界もそうで、介護報酬や診療報酬を国も今

一度考え直さないといけないと思う。介護や医療に

対する報酬が薄いということは感じていて、町も国

へ要望している。今後も強く訴えていきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

人材不足を解消するための一つの選択肢として、

ICT 機器の導入等を皆さん考えられると思う。道の補

助等もあるが確証的なものではないので、もし補助か

ら弾かれてしまった場合に、町からの補助があると、あ

りがたいが、そのような考えはあるかお聞かせ願いた

い。 

 

●町長 

 このような場でご要望いただくとか、あるいは担

当課に直接言っていただき、具体的にどのような場

面でどのような補助が必要なのかお話いただくこと

が一番いいと思っている。すべて補助できるかはわ

からないが検討の土俵には上がると思う。また、町

が補助したものに対して逆に国等が補助するという

間接補助的なものがあると我々も取り組みやすい。 

特定の目的に関する財源を町の方も探していけば実

現に結び付く可能性が高まると思う。 

 

●けあねっとめむろ 

ICT 等にも関係する話だが、令和 8 年から順次ス

タート予定と言われている介護情報基盤に関して、利

用者の介護保険情報や認定調査情報等の情報共有を

順次来年度から始めるところは始めるという話で昨年

度から今年度の介護保険部会や社会福祉審議会で話

題が出ている。今のところは令和 10 年の 4 月までに

全市町村の稼働を目指すということだが、これを実際

にやっていただくことで特に居宅包括やケアマネージ

ャー、施設関係者や役場も手間暇がかからなくなると

思うので良い動きだと思っているが、これについて現

時点での考えなどをお聞かせいただきたい。 
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また、公立病院と紐づくかわからないが、バイタルリ

ンクの取り組みで各介護事業所等と医療と介護の連

携のような部分でネットワーク化していくともっと作業

効率も上がっていき、そうすると人材不足を少しでも

解消できる取り組みの一つになると思うので、考えが

あれば聞かせてほしい。 

 

●介護保険係長 

 認定情報等は共有できる形にしたいということは

私たちとしても気持ちとしてはすごくあって、調べて

いる状況。どのタイミングで導入できるかということ

はまだ見えていないのが現状である。 

 

●町長 

 町としてはやはり DX を進めなくてはいけないと

思っていて、それは保健医療福祉分野だけではなく、

全体として住民サービスも含めてやっていきたい。

町では DX 計画を作っていて、窓口でいかに名前を

書かないでやってもらうかとか、データとして押さ

えて住民基本台帳等ともリンクさせて、書かない窓

口やあなたがいるところが芽室町役場という、どこ

からでもアクセスできますというような仕組みづく

りを進めている。色々な申請書類もかなりデジタル

化が進んでいて、字を書かないで申請できるという

仕組みになってきているので、そのようなものの波

及が福祉介護業界にも波及していくと思っている。

役場として取り組んでいるところの中に、皆さんの

業界にも反映できるものを考えていきたい。 

また、バイタルリンクもそうだが、地域包括システ

ムを進めていく中で、避けて通れないことだと思う。

情報連携にDXをかませないという話にはならない。

情報連携がうまくできるように思っているので、そ

の一つの手法としてバイタルリンクはあり得る。 

マイナンバーカードも相当の人が所有して、常時携

行するような形になれば情報もまとめやすいが、今

はアナログの人もいれば、カードを持っていない人

もいる。災害時の対応でも言われるが、避難所に来

た人をマイナンバーカードで把握できれば、どこに避

難してきたかがすぐわかる。将来的にそれに向かっ

ていければいいと思うが、今はちょうど過渡期で両

方をケアしなければならない状況で難しい時期。た

だ、町としては明らかにDX化が進んでいるので、ぜ

ひこのような機会を通じて、簡素化あるいはデジタ

ル化できないかという部分もご提案いただきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

要望としては介護情報基盤等が整備されれば、我々

や利用者様、役場職員の負担も間違いなく減ると思う

ので、いち早く取り組んでいただきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

提言だが、空き家の割合が芽室町は 5%台と言わ

れていて、かなり他の町村に比べたら恵まれている。

移住定住等の取組や不動産業者が頑張ってくれてい

るからだと思うが、実際のニーズはわからない。例え

ば高齢者が芽室町にどれぐらいいて、予備軍がどれく

らいいてということがはっきりわかってくると、予防的

にそれだとどれだけ足りないのかわかるが、それは不

動産業者もわからない。空き家だが、実は空いている

だけで、施設や病院にいて戻ってくるかもしれない、親

族が住むかもしれない。そのような住宅の有効利用や

ニーズがつかめていない。高齢者だけでなく低所得者

やシングルマザーやファザーも同じなので、住宅政策

を全般的に考えていかないといけない。空いている住

宅の情報などは役場の固定資産税係は把握している

のかもしれないが、その情報が不動産業者に入ってこ

ないので、借りたい人に紹介したくてもできないという

状況である。 

 

●町長 

 情報も出せる範囲が限られるということは事実と

してあるが、空き家対策では地域おこし協力隊も今

頑張ってくれているし、不動産業者にもご協力いた

だきながら色々やっているので、そのような連携が

できていることは大きい。より連携を深めて取り組

んでいきたい。 

 

●けあねっとめむろ 

日々の業務の中で高齢者のご自宅に訪問すると、

誰もいないと思っていた２階から物音がして、確認す
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ると働いていないお子さんがいて、それも 1 人だけで

はなく 2 人とも働いていない状況もあり、8050 問題

を超えて 6090 になるような事態に直面することがあ

った。お子さんたちにも何かしらの課題があって、同居

している家族以外との社会的な接点がないまま 50 代

60 代を迎えられているという家族に遭遇することも

多々ある。ご両親の支援が終わってしまうとケアマネ

ージャーが離れてしまうので、そのような方たちへの

切れ目ない支援をどのようにしていけばいいのかと困

っている。発信してくださるご家族はあいあいに来て

自分の思いをお話されたりするが、こちらから行かな

いと困りごとをお話してくれなかったり、困っていても

困っていないと言う家族がいたりする。そのような方

たちを切れ目なく支援していきたいと思っているが、

町のビジョンなどがあればお聞かせ願いたい。 

 

●町長 

 ビジョンのような大きい話ではないが、地域包括

支援センターや町民活動支援センターなど、センター

という施設が多いと担当と話している。子どもから

お年寄りまで、何々センターがありすぎて、どのセン

ターがどのようなことを担っていて、どこにどのよ

うな相談をしたらいいのか、町民の方がしっかり理

解しているのかという話をしていて、機能も含めて

整理してお知らせすべきと思っている。 

目指すのは全世代型の地域包括ケアシステムであ

り、今はきっかけとして高齢者をメインに進めている

が、最終的には全世代型に持っていかなくてはいけ

なくて、子育て支援課や健康福祉課にも言っている。

その前段にあるのがスタートしたばかりだが、重層

的支援体制。そのようなことを一歩一歩しっかりやっ

ていき、機能も整理した上で取り組んでいかなけれ

ばいけないと考えている。そのような意味での介護

部門のメインや中心になるのは、けあねっとめむろ

の皆さんだと思っているし、医療の場合は公立芽室

病院が医療部門の地域包括ケアシステムの中心で、

住民参加では町民活動支援センター。そのような拠

点、メインになるところがしっかりあって、そこが連

携し始めるということが必要だと考えている。ご家

庭の課題などが見て取れるというような形は、 

確かにご相談いただかないとわからない部分はあ

るが、例えばアウトリーチで、子ども関係で行っても、

お年寄りがいたり障がいをお持ちの方がいたりとい

う情報を掴んでくるなど、どの方向からいっても連

携もできて、情報もつかめるような形になってくる

ことが望ましい。それが重層的支援体制の目的だと

は思うが、高齢者支援課はそのスタートとしての地

域包括ケアを頑張って確立するよう取り組んでいる

ところ。子育て支援課や、健康福祉課も必ず一緒に

議論しているので、決して縦割りではなく進めてい

る。 

 また、地域共生政策自治体連携機構の山崎史朗さ

んが、これからは介護が非常に重要だと言っている。

少し角度が違うが、地域医療構想で介護との連携が

必要だと明確に言っている。具体的に言うと、医療と

介護の複合ニーズはこれから一層高まると言ってい

て、介護認定となる方は 85 歳以上の中で全体の

60%ぐらいだと言われている。なので、高齢化の中

でも特に 85 歳以上が増えてくると医療だけではな

く介護との連携が必要になってくるため、お互いの

事業所が縦割りではなく柔軟に対応できるような形

に持っていかないといけないということ。我々のよ

うな人口減少地域では、特に縦割りを解消しなけれ

ばいけないということであり、もちろんそれぞれの

制度で基準はあるが、例えば訪問通所などサービス

間の連携や、医療が介護の部分を行ってみるなど、

そのようなことをモデル化して医療点数に入れる等

の考えを持っていると言っている。 

そのようになるかどうかはわからないが、いずれ

にせよ、介護と医療の複合ニーズにこれからは対応

していかなければいけないということはお話を聞い

て感じたところである。 

目指すところは、制度設計も含めて柔軟的にやっ

ていただくということが、これからの保健医療福祉

の世界の目指すところなのかもしれない。 

理想論かもしれないが、そのようなビジョンで取

り組んでいきたい。 
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19時50分終了 


